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1. はじめに 

コンクリート打継部は構造物の耐久性に影響を及ぼ

すため，打継部の目荒しにより付着強度を高める方策

が行われている。目荒しはコンクリート表面にあらか

じめ凝結遅延剤を塗布し，脱枠後，高圧洗浄機による

水圧を利用して行われるのが一般的であるが 1)，比較

的重労働を強いることから作業環境の改善や労働者の

少子高齢化の観点からは，できるだけ簡略化できるこ

とが望ましい。 

近年では，打継部断面の吸水を調整することにより

セメントペーストのドライアウトを防止し，付着力を

向上させることを目的とした吸水調整剤が使用されて

いる 2)。しかしながら，施工実績が少ないことから吸

水調整剤のみで打継部を施工することは出来ず，洗い

出しによる目荒しと併用されることが多い。そこで本

研究では，洗い出し作業をすることなく，化粧型枠を

用いた断面模様と吸水調整剤のみで施工することの可

能性を見いだすことを目的とし，吸水調整剤の有無に

よる打継部の付着強度について検討することとした。 

2. 実験概要 

2.1 使用材料 

本研究で使用したコンクリートの示方配合を表-1に

示す。先行打設部はプレキャスト部材を想定し設計基

準強度𝑓′𝑐𝑘=50N/mm2とし，後行打設部は現場打ちコ

ンクリートを想定し設計基準強度𝑓′𝑐𝑘=30N/mm2を用

いた。また，吸水調整剤は市販のアクリル樹脂エマル

ジョン系(塗布量 150g/㎡)を用いた。 

2.2 実験ケース 

本研究では，表-2に示す検討ケースについて，コン

クリート付着強度の比較を行った。今回は，K シリー

ズのみについて実験を行い，N，M シリーズについて

は先行研究の結果を用いて比較検討した。また，それ

ぞれのケースについてレーザー変位計を用いた粗度の

測定結果から凹凸係数を算定した。表-2の結果より目

荒しが深くなるほど，また化粧型枠模様の深さが深く

なるほど，凹凸係数が大きくなることが分かる。 

2.3 供試体作製 

図-1に示す 150mm×150mm×540mm の鋼製型枠

の中心部に化粧型枠を模した発泡スチロール型枠を設

置し，そこに先行コンクリートを打設した。模擬化粧

型枠はトリマーを用いて 20mm×20mm の市松模様を

作った。脱枠後所定の水中養生を行った後に，再び鋼 

 

 

図-1 供試体型枠 

表- 1 コンクリートの示方配合 

表-2 検討ケース 

キーワード プレキャストコンクリート，打継部，目荒し，吸水調整剤，曲げ強度試験 

連絡先 〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 30 福島工業高等専門学校 TEL0246-46-0835 

V-12 土木学会東北支部技術研究発表会（令和元年度）



製型枠に先の供試体をセットし，打継面に吸水調整剤

を所定量塗布した後，後行コンクリートを打設した。

図-2に打継部断面の様子を示す。 

2.4 実験方法 

供試体を作成した後，コンクリート用ひずみゲージ

用いて打継部（ゲージ A）および後行コンクリート打

設部中心（ゲージ B）のひずみ測定を行なった。測定間

隔は 1 時間，期間は 4 週間とし自動計測を行った。そ

の後，JIS A 1106「コンクリートの曲げ強度試験方法」

に準拠し付着強度を測定した。 

3. 実験結果 

図-3に後行コンクリート打設後から測定した打継部

(ゲージ A)と後行打設コンクリート中心部（ゲージ

B）におけるひずみの経時変化の一例を示す。後行打

設コンクリート中心部のひずみは時間の経過とともに

ひずみが負の方向に増加し，コンクリートが収縮して

いる様子が示された。これは供試体を気中養生とした

ことから時間の経過とともに乾燥収縮が進んだものと

考えられる。一方，打継部も乾燥収縮とみられる挙動

が示されたが，全てのひずみ量がほぼ同じであり，模

様の凹凸深さの影響が見られなかった。 

図-4に打継面の凹凸係数と曲げ強度試験から求めた

曲げ引張強度との関係を示す。目荒しを施した M シ

リーズにおいては凹凸係数と曲げ引張強度は比例し，

打継面の粗度が付着強度に影響する様子が示された。

しかしながら，K シリーズでは凹凸係数に関わらず曲

げ引張強度はほぼ一定であり，模様の深さが付着強度

にあまり関与しないことが示された。このことは，先

に示した図-3の収縮ひずみ量でも表されており，模様

の凹凸深さが異なるにも関わらず収縮ひずみ量がほぼ

同じであることと関係すると思われる。この原因につ

いては今後詳細な検討を必要とするが，模擬型枠の材

質，打設状況の違い，吸水調整剤の施工方法等が関係

すると思われる。しかしながら，M04_目荒し 4mm と

K03_模擬型枠+吸水調整剤の曲げ引張強度がほぼ同じ

ことから，作業が困難な目荒し作業に替わって，化粧

型枠+吸水調整剤による接合の可能性が示された。 

4. おわりに 

目荒し作業に替わって，化粧型枠+吸水調整剤のみ

で接合する打継目の可能性を実験的に検討した。その

結果，以下の知見を得た。 

(1) 化粧型枠+吸水調整剤を用いた打継部の収縮ひず

みは模様の深さに関わらずほぼ同じであった。 

(2) 化粧型枠+吸水調整剤を用いた曲げ引張強度は模

様の深さによらず同じであったが，目荒しのケー

スとほぼ同様の曲げ引張強度であったことから，

その可能性が示唆された。 
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図-3 コンクリート打継部の変位 
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図-4 凹凸係数と曲げ引張強度の関係 

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

1.0 1.5 2.0 2.5

曲
げ
引
張
強
度
(N
/㎟

)

凹凸係数

N00 M01 M04

K03 K06 K10

N00 M04 K10 

図-2 打継部断面模様 
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